


































































































































おいて、「利」と「力」の発音が違い、前者は lih であり、後者は lik である
が、現代中国語においては、両者が同音語になった。中国のコンテキストにお
いて、伝統的権力構造には権力と権利が未分化のまま入りこんでいる。集団意
識の影響のせいか「民権」という言い方はある程度君権と対立する位置に立た
されている。個人権利の保障は民衆という集団が君主から権力を分割してもら
う意志と混同されている。それゆえ、rightに含まれている powerの意味がク
ローズアップされるはめになった。 
日本の天賦人権論争において国民の順法精神が強調されていた。福沢諭吉も
市場に混乱をもたらさないための「規則」の重要性を力説していた。「権利」
は『大日本帝国憲法』の枠内におさめることになった。それに対して近代初期
の中国知識人はこの順法精神にはほとんど言及しておらず、むしろ個人の内在
的道徳性を向上させることにより主体的自覚を促すことに重点が置かれてい
た。その上、『欽定憲法大綱』は『大日本帝国憲法』をモデルとして制定され
たが、施行されないうちに清朝の滅亡を迎えた。 
清末の中国では、「権利」はあくまでその語の「伝統的」な用法と絡み合っ
た。つまり「利」「益」「力」などと親和的な概念でありつづけているのである。
梁啓超を代表とする中国の啓蒙思想家は「民権」論の先鋭的な主唱者ではあっ
ても「人権」論者ではなかったのは他ならぬこの点による。近代世界に巻き込
まれた中国の知識人にとって，儒教的倫理規範が望ましい変化にとっての桎梏
として認識された時，彼らは儒学の規範的言明に対して判断を保留し，中国の
救亡図存をとりあえずの究極目的とすることを意識的あるいは無意識的に選
び取ることとなった。それゆえ、「権利」は儒教的倫理規範を脱出したとはい
え、近代の法体系など新しい規範的意味を獲得するに至っていない。 
 
 
